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ユキツバキの呼び名は、誰が何時記録に残したか、その

答えが明らかでない。和名は地方で呼んでいる名が「標準

和名」として定着していることが多い。ユキツバキもその

可能性が高い。しかしながら、何時、どの地方で呼ばれて

いたか、明らかでない。　和名は、学名のように先取権の

原理が適用されないので、命名者が誰であるか、あまりこ

だわることではなく、一般に呼ばれる名が定着して標準和

名となっていることが多い。植物には地方名、俗名として

多くの名前を持つ柾があるが、最初に文献上に残っている

呼び名が標準和名になっているとは限らない。

学名の規約では、命名者自身が新種に記載文を付して公

表した名前が適用されている。人から聞いた名前で記録す

ることもあるが、最初に指摘した人と共同で命名者となる

か、指摘した人に由来することを明示する。和名の場合は

そのような命名上での規約はないので、誰が慮初に呼び名

として使ったか、それほど深く追求しているのは少ないよ

うである。

ユキツバキは最近注目されて広く知られるようになり、い

ろいろな観点から関心が持たれるている。その一つに「ユ

キツバキ」の呼び名があり、質問を受けたものの答えが出

せずに保留したままである。

「ユキツバキ」の名の経緯を高橋与平氏が「津川高等学校

八十年記念誌」に記録しているという。そのことを赤城源

三郎・古澤達男（1984）が「にいがた歴史散歩」の中に指

摘している。その一部を引用すると次のようである。

「明治39年（1906）3月、津川高等学校の前身郡立農業補

習学校の丸山忠次郎教頭は、教員一名と麒疎山へ登り、椿

の一株を見て花の全容や雌雄藁が異なることに気がついた。

見本を東大の理学物助手をしていた牧野富太郎に送ると、牧

野はさっそく『ユキツバキ』と命名したという。」

上記の情報をもとに1994年10月17日の「新潟日報夕刊

（ユキツバキ　丈余の雪に耐えて喋く『県木』）記事では、［植

物学者・牧野博士によって田舎ツバキはいち早くユキツバ

キと命名されていたわけだ」と記録している。

しかし、牧野冨太郎氏が記した「遺稿集」俄が思い出）

（1958年刊行：45頁）にユキツバキの記事があり、「”ユキ

ツバキ”は雪椿で越後山地の土言である」と記してあると

いう（奥山1968）。その原稿は何時書かれたか不明である

という。また、ユキツバキの和名が植物分類学上の文献に

初めて記載されたのは、1936年8月、柳田由蔵氏の報告で

ある。同氏はCαmeJJfdJ叩OJZicα　Var．〟可i間e－7hJαbi

Yanagitaの学名にユキツバキ、ハイツバキの和名を付して

公表している（林学会雑誌18：628貢）。柳田氏がユキツ

バキの和名を記録したのは同氏が多くの林学1酬系者との交

流があり、公表以前に北陸あるいは東北のユキツバキの白

生地ですでにその名前を使っていた可能性があることを津

山（1968）が指摘している。なお、ユキツバキの和名は津

山（1947）がその詳細な記載文と共に、分布域も明らかし

てその名を採用して発表している。その結黒、越後自生の

つばさはユキツバキの呼び名が統一されて、その後の文献

では、広くこの和名が定着したとみることができよう。

伊藤忠好氏は『和名「ユキツバキ（雪椿）」命名者の検証』

と題してこれまでの和名の命名者が誰か、詳細に調査され

てまとめている（2000年、新潟駒場会誌　第29号、新潟

駒場会）。その結びに『麒麟山産のツバキが明治時代に牧野

博士のもとに送られ「雪椿」の和名をつけていただいたた

のは間違いなかろう』と記録している。

以上このような報告から和名「ユキツバキ」の名付けは

牧野冨太郎氏である、とするには問題がある。同氏の遺稿

集に雪椿は「越後山地の土言である」ことからも名付け親

はもっと古くて、誰が何処でユキツバキと呼ぶようになっ

たか明らかでない。

学名は1936年　5月に杉本順一の命名したCcme〃k

J叩0前CαVar．dec〟mbe〃∫Su由moto（和名　オクッパキ）が

最初であり（日本樹木総検索表：252頁）、変種の分類群と

してあつかう場合は、1936年8月柳田氏の報告よりも3ケ

月早いので、杉本氏の学名が有効名となり、柳田氏の学名

はそのシノニム（同物異名）となる。ユキツバキを亜種と

見る意見では、CameZtia jqponica subsp・ruSticana

（Honda）Kitamura（北村1950）、独立種とする意見では

Cの通此＝Ⅶ血W犯Honda（本田1947）の学名が使われる。

ユキツバキの花が暖地のヤブツバキのそれと形態的に違

うという指摘は1939年6月10酎こ鳥羽源蔵氏が採集した

標本のラベルの手記があり、それが最も古いという。同氏

が岩手県胆沢郡若柳村（猿岩）で花のついた枝の標本を採

集し、それに「幹枝共に横臥佃包、雄養分生、黄色、寒き

地方なり、野生」との手記があるという（奥山1968）。さ

らに、ユキツバキの最も古い標本は1884年（明治17年）7

月24日に矢田部良書教授、村松任三助教授一行が富山県の

立山下で採集したものであるという（奥山1968）。植物分
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類学者の矢田部氏一行がヤブツバキとは違うツバキである

と、認識して採集されたかどうかわからない。1906年に前

記丸山忠次郎氏が関東のツバキと花の構造が違うと指摘し

たのが、ユキツバキの最初の発見者であるという可能性も

ある。しかしながら、越後のある地方で、古くからすでに

形態の違いに気づき「ユキツバキ」と呼んでいた可能性も

否定ができない。

　っまり、古来からツバキとは形が違っていることに気づ

き、ユキツバキと命名したのは誰か、どの地方でそのよう

に呼ぶようになったか、明らな資料が必要に思われる。

　県内のユキツバキの地方の呼び名に松之山地方では「ハ

ッコ」と呼んでいたという（高橋1986）。津南地方も「ハ

ッポ」と呼んでいたという（津南町教育委員会1994）。ま

た、小千谷市塩谷では「ホッパ」と呼んでいるという（関

省吾氏談）。それらの地方の呼び名の違いや意味にも興味が

ある。それにしても、それぞれの呼び名の最初は誰であっ

たか確かめるのは困難であろう。
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　長野県の栄村で撮影した写真を主に使って「ユキツバキ

の一生」の紹介です。前半51頁はカラー・・…写真で紹介し、53

頁以降に解説を加えています。

　一部1，500円で配布を予定しています。希望者は本協会

の事務局に申し込んで下さい。




